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企業会計基準委員会 御中 
 

「リース会計に関する論点の整理」に対する意見 

 
 

石油連盟 財務専門委員会 
 
 
 「リース会計に関する論点の整理」については、リースを主たる事業とする

業界のみならず、リースを利用する幅広い業界に対して大きな影響を与える内

容を含んでいると認識している。以下、石油業界としての意見を記載する。 
 
 
【意見】 
 リース取引の金額や期間、企業の収益・規模等に対する当該資産の影響度等

の重要性に照らして資産計上の要否を判断すべきであり、重要性に乏しいと判

断されるリース契約については、簡便的な会計処理を可能とすべきである。 
とりわけ、現行の会計基準において賃貸借処理が認められている少額・短期

のリース取引に関しては、IASB 及び FASB の ED における提案内容に基づく会

計処理を行った場合、借手企業の実務的コストが得られる便益を大幅に上回る

ことが予想されることから、賃貸借による処理が適当である。 
 
また、変動リース料の会計処理に関し、当初認識時の測定方法として確率加

重の期待値による方法（期待値方式）が提案されているが、測定にあたっての

作業負荷が相当程度大きくなることが予想されるため、慎重な検討を求める。 
 
さらに、本論点整理に基づいてリース取引に関する会計基準が改正された場

合、企業が対応するために相当の期間・コストを要することが予想されるため、

十分な適用準備期間を設けることが必要である。 
 
 

以  上 


